
 
      

 

令
和
元
年
度
川
越
市
体
育

協
会
定
時
代
議
員
会
が
五
月

二
十
五
日
（
土
）
に
初
か
り

亭
ホ
ー
ル
に
お
い
て
開
催
さ

れ
ま
し
た
。 

             

河
野
会
長
か
ら
は
「
平
成

三
十
年
度
の
事
業
は
体
育
協

会
皆
様
の
ご
協
力
に
よ
り
、

予
定
の
事
業
を
全
て
終
え
る

こ
と
が
出
来
ま
し
た
。
ま
た

来
年
に
は
、
東
京
で
オ
リ
ン

ピ
ッ
ク
・
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク

が
開
催
さ
れ
る
の
で
、
体
育 

     協
会
も
他
団
体
と
歩
調
を
合

わ
せ
て
協
力
を
し
て
い
き
た

い
」
と
の
挨
拶
が
あ
り
ま
し

た
。 開

会
後
は
、
ラ
グ
ビ
ー
フ

ッ
ト
ボ
ー
ル
協
会
の
佐
藤
紳

也
氏
を
議
長
と
し
て
選
出
し
、

審
議
に
入
り
ま
し
た
。 

議
案
は
平
成
三
十
年
度
事

業
報
告
、
決
算
報
告
、
令
和

元
年
度
事
業
計
画
案
、
予
算

案
の
審
議
と
続
き
、
原
案
通

り
可
決
さ
れ
ま
し
た
。 

    
 

   
 

 
      

     

第
一
回
理
事
会
が
六
月
十

四
日
（
金
）
に
や
ま
ぶ
き
会

館
に
お
い
て
開
催
さ
れ
ま
し

た
。 

《
報
告
事
項
》 

①
令
和
元
年
度
川
越
市
体
育

協
会
定
時
代
議
員
会
後
の
懇

親
会
、
会
計
報
告 

②
令
和
元
年
度
川
越
市
体
育

協
会
専
門
員
会
に
つ
い
て 

《
協
議
事
項
》 

①
加
盟
団
体
長
会
議
に
つ
い

て 

八
月
二
十
四
日
（
土
）
に

ラ
・
ボ
ア
・
ラ
ク
テ
に
て
体

協
加
盟
団
体
の
会
長
を
対
象

に
、
団
体
長
会
議
を
開
催
す

る
。 

②
生
涯
ス
ポ
ー
ツ
フ
ェ
ス
テ

ィ
バ
ル
及
び
小
江
戸
川
越
ハ

ー
フ
マ
ラ
ソ
ン
２
０
１
９
に

つ
い
て 

 

今
後
の
会
議
等
に
よ
り
随

時
報
告
す
る
。 

③
市
民
体
育
祭
の
委
託
金
等 

に
つ
い
て 

 

市
民
体
育
祭
の
委
託
金
に

つ
い
て
は
、
昨
年
度
の
参
加

者
数
や
各
団
体
の
分
配
額
を

参
考
に
令
和
元
年
度
の
金
額

を
決
定
し
た
。 

④
第
七
十
二
回
市
民
体
育
祭

総
合
開
会
式
に
つ
い
て 

 

例
年
と
同
様
に
早
い
時
間

帯
で
総
合
開
会
式
を
行
う
。 

⑤
そ
の
他 

 

市
民
体
育
祭
の
メ
ダ
ル
・

賞
状
の
受
け
渡
し
は
市
民
体

育
祭
総
合
開
会
式
終
了
後
に

配
布
す
る
。 

    六
月
二
十
三
日
（
日
）
川

越
運
動
公
園
総
合
体
育
館
を

会
場
と
し
て
、
第
七
十
二
回

川
越
市
民
体
育
祭
総
合
開
会

式
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。 

             

川
越
市
体
育
協
会
加
盟
三
十

一
団
体
と
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
及
び

女
性
ス
ポ
ー
ツ
団
体
連
絡
協

議
会
の
総
勢
三
百
六
十
八
名

が
入
場
行
進
を
行
い
ま
し
た
。 

新
保
正
俊
大
会
副
会
長
の

開
会
宣
言
に
続
き
、
川
合
善

明
大
会
会
長
が
挨
拶
と
し
て

川
越
市
民
体
育
祭
関
係
者
へ

の
感
謝
と
今
年
も
各
種
目
で

の
熱
戦
を
期
待
し
て
い
る
こ

と
を
述
べ
ら
れ
ま
し
た
。
そ

の
後
、
選
手
を
代
表
し
て
、

卓
球
連
盟
の
岩
田
悟
さ
ん
が

力
強
い
選
手
宣
誓
を
行
い
ま

し
た
。 

             

最
後
に
川
越
市
体
育
協
会 

河
野
哲
夫
会
長
が
閉
会
の
こ

と
ば
を
述
べ
無
事
閉
会
し
ま

し
た
。 

第２８号 令和元年９月３０日 川越市体協だより 



 
  

令
和
元
年
八
月
二
十
四
日

（
土
）、
ラ
・
ボ
ア
・
ラ
ク
テ

に
お
い
て
、
加
盟
団
体
長
会

議
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。 

当
日
は
体
育
協
会
本
部
と

加
盟
団
体
長
等
、
総
勢
三
十

一
名
の
出
席
が
あ
り
ま
し
た
。 

             会
議
は
河
野
哲
夫
会
長
、

田
中
三
喜
雄
文
化
ス
ポ
ー
ツ

部
長
の
挨
拶
の
後
、
ま
ず
各

加
盟
団
体
長
の
自
己
紹
介
及

び
団
体
紹
介
を
行
い
ま
し
た
。 

座
長
に
は
、
体
操
連
盟
の

大
塚
賢
一
会
長
（
川
越
市
体

育
協
会
副
会
長
）
を
選
出
し
、

議
題
で
あ
る
「
生
涯
ス
ポ
ー

ツ
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
の
今
後

の
在
り
方
に
つ
い
て
」
及
び

「
川
越
市
体
育
協
会
の
名
称

変
更
に
つ
い
て
」
の
協
議
を

行
い
ま
し
た
。 

「
生
涯
ス
ポ
ー
ツ
フ
ェ
ス
テ

ィ
バ
ル
の
今
後
の
在
り
方
に

つ
い
て
」
は
、
全
て
の
出
席

団
体
か
ら
、
ご
意
見
を
い
た

だ
く
形
で
情
報
交
換
を
行
い

ま
し
た
。
そ
の
中
で
、
十
一

月
は
小
江
戸
川
越
ハ
ー
フ
マ

ラ
ソ
ン
も
あ
り
、
役
員
を
選

出
す
る
の
が
大
変
で
あ
る
こ

と
、
開
催
月
を
変
更
し
て
他

の
行
事
と
一
緒
に
行
う
方
法

も
検
討
し
て
は
ど
う
か
等
の

意
見
が
出
さ
れ
ま
し
た
。 

 
 

            

ま
た
「
川
越
市
体
育
協
会

の
名
称
変
更
に
つ
い
て
」
は
、

今
年
の
四
月
か
ら
埼
玉
県
体

育
協
会
が
埼
玉
県
ス
ポ
ー
ツ

協
会
に
名
称
変
更
し
た
関
係

で
協
議
を
行
い
ま
し
た
。 

こ
の
議
題
に
つ
い
て
は
、
ス

キ
ー
連
盟
の
牛
久
保
努
会
長

（
川
越
市
体
育
協
会
副
会

長
）
か
ら
、「
本
協
会
と
し
て

も
名
称
変
更
を
検
討
し
て
お

り
、
今
後
は
専
門
委
員
会
（
組

織
委
員
会
）
で
検
討
し
た
案

を
常
任
理
事
会
及
び
理
事
会

で
お
諮
り
し
て
、
来
年
度
の

定
時
代
議
員
会
で
川
越
市
ス

ポ
ー
ツ
協
会
と
し
て
承
認
さ

れ
れ
ば
と
考
え
て
い
る
」
と

意
見
が
出
さ
れ
ま
し
た
。 

加
盟
団
体
長
会
議
は
、
市

民
ス
ポ
ー
ツ
の
活
性
化
を
図

る
た
め
に
隔
年
で
開
催
し
て

お
り
、
今
回
の
会
議
も
充
実

し
た
会
議
と
な
り
ま
し
た
。 

関
係
者
の
皆
様
に
は
、
こ

の
場
を
お
借
り
し
て
お
礼
申

し
上
げ
ま
す
。 

  九
月
十
四
日
（
土
）
に
、

川
越
運
動
公
園
総
合
体
育
館

一
階
会
議
室
及
び
メ
イ
ン
ア

リ
ー
ナ
に
お
い
て
、
ス
ポ
ー

ツ
指
導
者
養
成
講
習
会
本
部

事
業
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。 

今
年
は
、
新
潟
県
ブ
ラ
イ

ン
ド
サ
ッ
カ
ー
協
会
事
務
局

長
兼
チ
ー
ム
監
督
の
浅
間
光

一
様
を
講
師
と
し
て
招
き
、

二
人
一
組
で
ア
イ
マ
ス
ク
を

装
着
し
た
中
で
の
ス
ト
レ
ッ

チ
や
ブ
ラ
イ
ン
ド
サ
ッ
カ
ー

ボ
ー
ル
を
使
用
し
た
競
技
体

験
を
行
い
ま
し
た
。 

              当
日
は
、
二
十
八
名
の
方

が
参
加
し
、
目
が
見
え
な
い

中
で
、
相
手
に
動
作
を
伝
え

る
大
変
さ
や
周
り
の
声
を
頼

り
に
ボ
ー
ル
を
探
す
難
し
さ

を
学
び
ま
し
た
。 

先
生
か
ら
の
言
葉
で
「
相

手
の
立
場
に
な
っ
て
物
事
を

考
え
る
こ
と
。
勇
気
を
持
っ

て
自
分
か
ら
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
を
と
る
こ
と
。」
が
印

象
に
残
っ
た
言
葉
で
し
た
。 

 

講
習
会
は
九
十
分
で
終
了

す
る
予
定
で
し
た
が
、
先
生

が
熱
心
に
教
え
て
い
た
だ
い

た
こ
と
も
あ
り
、
二
十
分
程

延
長
し
て
講
習
会
が
終
了
し

ま
し
た
。 

参
加
さ
れ
た
皆
様
あ
り
が

と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。 

               

本
年
度
の
初
期
号
（
二
十

八
号
）
を
お
届
け
し
ま
す
。 

 

今
年
も
年
三
回
（
ス
ポ
ー

ツ
川
越
含
む
）
の
発
行
に
向

け
て
分
担
し
て
作
成
し
ま
す
。

よ
り
よ
い
広
報
活
動
を
目
指

し
て
、
役
員
一
同
、
心
を
一

つ
に
し
て
活
動
し
て
い
き
た

い
と
思
い
ま
す
。 

 


